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要約

　学外実習のための栄養総合演習教育プログラムを改善するために、平成19年から3年間、学生

が学外の各種の実習施設で実習した内容を検討した。

　病院実習では．栄養管理実施計画のようなチーム医療にかかわる実習内容が増加していた。福

祉施設実習では、栄養ケア・マネジメントにかかわる実習が多くなってきた。事業所実習では、

調理についての講義と盛り付け・配膳を含む調理実習とが100％実施されていた。学校給食実習

では、児童・生徒への食教育の実習が増えた。

　管理栄養士の仕事の内容が変化するのに伴い、学外の実習施設での実習内容も少しずつ変化し

ている。栄養総合演習プログラムは、学外の実習施設での実習内容を分析し柔軟に対応していく

必要があると考えられた。

Abstract

　To　improve　the　educational　program　of　the　comprehensive　exercises　of　nutrition　for

practice　outside　the　school，　the　content　that　students　for　three　years　from　2007－2010

had　practiced　in　various　practice　facilities　outside　the　school　was　examined．、

　In　hospital　practice，　the　content　of　the　practice　related　to　the　team　medical　treatment
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such　as　when　the　nutrient　management　execution　plan　has　increased。　In　the　welfare

facilities　practice，　the　practice　related　to　the　nutrient　care　management　has　increased．、

In　the　of：fice　practice，　lectures　on　cooking　and　the　cooking　Practice　including　dishing　up

and　spreading　a　table　was　executed　by　lOO％．、　In　the　school　lunch　practice，　the　practice

o：fteaching　about：food　to　children　and　students　has　increased。

　It　accompanies　the　change　of　the　content　of　the　work　of　the　national　registered

dietitian，　and　the　content　of　the　practice　with　the　practice　facilities　outside　the　school

has　changed　little　by　little，　too．　It　was　thought　that　the　educational　program　of　the

comprehensive　exercises　of　nutrition　had　to　be　analyzed　by　the　content　of　the　practice

with　in　the　practice　facilities　outside　the　school　and　to　correspond　flexibly．

1　時言

　臨地・校外実習のあり方検討会から「臨地・校外実習の実際」（（社）日本栄養士会、（社）全国

栄養十養成施設協会編．2002）が平成14年に示され、特徴のひとつとして管理栄養十養成課程の

校外実習が、臨地実習として独立した教科科目となったことである。実習の目的は「実践活動の

場での課題発見、解決を通して、栄養評価・判定に基づく適切なマネジメントを行うために必要

とされる専門知識及び技術の統合を図り、管理栄養士として具備すべき知識及び技能を習得させ

ること」とされている。実習の方法として、「臨地実習に当たっては、その教育効果があがるよ

う、総合演習等学内において十分な事前及び事後評価を行う体制を整えること」と通知され、臨

地実習に対して養成：施設では「専門的知識と技術の統合」のために必要な教’育を実習前に行い、

実習後も十分な教育を行うことが求められている（日本栄養士会雑誌（日本栄養）編集委員会編、

2002）。さらに、「学内で修得する知識・技術を栄養管理の実践の場面に適用し、理論と実践を結

びつけて理解できること」をねらいとして充実強化を図らなければならない。実習の種類及び単

位数は「臨床栄養学」、「公衆栄養学」、「給食経営管理論」のいずれかの専門分野で4単位（160

時間）以上とし、その中に「給食の運営」に係わる校外実習1単位を含むものとしている。校外

実習の目的は、「給食業務を行うために必要な給食サービス提供に関し、栄養十として具備すべ

き知識および技能を修得させることを目的とする」としている。

　管理栄養士養成カリキュラムが改定された背景には．従来の食晶の知識と調理技術を基礎とし

た栄養士教育では、21世紀を担うことが難しいという現実があった（中村、2005）。そこで、臨

地・校外実習実施にあたって大学における教’育体制も「事前教’育」「臨地での実習」「事後指導」

とし、「総合演習」については2単位のうち1単位を「校外実習」の事前・事後指導としても可

とされ．「臨地実習」の事前・事後教育の充実をねらった内容となった。そして、初年度に西村

他（2005）、松崎他（2005）、山部他（2005）により実習分野別に養成施設としての報告・提言がな
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された。さらに大出他（2008）、梅木他（2003）、神田他（2003）、北島他（2005）、西村他（2003、

2004）や多くの大学で実習先や学生に対してアンケート調査等を行い．効果的な実習方法を模索

し、今日に至っている。

　本学における新カリキュラムによる教育は平成16年度入学生から行い、臨地実習を3年次に

設定している。実習領域と実習時間については、本学の特色である「臨床栄養に強い管理栄養士

を育成」に基づき臨床栄養学（病院等）3単位、給食の運営（特定給食施設）1単位としていた。

平成21年度からは、公衆栄養学（保健所・保健センター）への臨地実習受け入れ態勢も整い、こ

れまでの配分の他に臨床栄養学（病院等）2単位．公衆栄養学（保健所・保健センター）1単位．

給食の運営（特定給食施設）1単位の実習も可能となった。

　本研究は、学生が臨地実習先として希望した施設の傾向と実習施設で体験した実習内容を分析・

検討し、「臨地・校外実習」に向けての事前・事後指導における栄養総合演習教育のさらなる向

上をめざしたプログラム作成に反映していくための基礎資料を作成し、現状と今後の課題を検討

することを目的とした。

翌　方法

璽．調査対象

　本学人間健康学部管理栄養学科3年生（以下、本学学生）、平成19年度89名、平成20年度81名、

平成21年度86名を対象とした。

2．調査方法

咽）臨地・校外実習先希望調査

　調査は本学学生と、S県内栄養十養成校（校外実習先として病院実習1週間、給食の運営1週

間を実施）T短期大学2年生（以下、T短大）を対象とした。

　学生の希望実習先調査については、本学は3年次の「臨地・校外実習」に関する希望調査を2

年生後期に行っている。また、T短期大学は2年次の「給食の運営」に関する希望調査を1年生

後期に行っている。

　希望実習先調査実施時期が両校で異なるので、対象学生を出生時に同年齢の学生を比較するこ

とにし、T短期大学の平成18年度75名．平成19年度98名．平成20年度69名を対象とした。

　今回、給食の運営実習施設希望調査結果を比較することで学生の実習に対する志向を推測した。

2）臨地・校外実習施設別実習内容

　平成19・20・21年度に本学、人間健康学部管理栄養学科3年生を受け入れていただいた施設

Table　lを対象に、学生が提出した「臨地・校外実習報告書＝」から実習内容を調査・分析した。
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T醐d　年度別実習受け入れ施設数

平成丁年農 平成⑳年度 平成21年度

病　　院 茄 創 餌

福祉施設 盤 13 鎗

事業所 齢 馨 碓

学　　校 13 黛⑪ 黛3

3、解析方法

表計算ソフトEXCELを用い統計処理を行った。

皿　結果

1、臨地・校外実習「給食：の運営」希望調盃

　本学学生の平成19・20・21年度と、T短大の平成18・19・21年度をFig．1に示した。病院実習

の希望者は本学学生。10～30％、T短大3～10％と本学学生の希望者の割合の方が高かった。福祉

施設実習の希望者は本学学生が10～15％、T短大が30～40％とT短大の希望者の割合が高かった。

事業所実習の希望者は本学学生30～40％、T短大25～30％、学校給食実習の希望者は本学学生も

T短大も20～40％と希望者の割合は同じくらいであった。さらに希望福祉施設を高齢者福祉施設

と児童福祉施設に分けてみると、本学学生は全て高齢者福祉施設を希望していたが、T短大の25

～55％が児童福祉施設を希望していた。

　　　　　　　　　　　本　学＊1　　　　　　T短期大学＊2
　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ平成18年度
　　　　　40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ平成19年度

　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲平成20年度
　　　　δ30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　團平成21年度

　　　　ヨ20

　　　　　10

　　　　　　0
　　　　　　　病院　福祉　事業所　学校　　　　　病院　福祉　事業所　学校

　Flg．咽本学管理栄養士養成校とT短期大学栄養士養成校の給：食の運営案習施設希望調査

　　　　　　　　　＊1と＊2は出生時に同年齢の学生を対象としたため調査対象年度が異なる

2．臨地・校外実習施設別実習内容

1）病院実習

①施設の概要

　病院実習受け入れ施設の設立別の状況をFig．2に示した。公立病院が約29％と施設数が多く、

次いで医療法人病院．厚生連病院※i、公益法人病院となり、上位4施設で約75％を占めた。他は

国立系病院※2、大学病院、赤十字病院、企業病院であった。
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Flg．3　病院実習施設における給食部門の運営形態

2）　各：施設の実習内容

①病院

　事前あるいは実習中に実習施設から提示された課題状況をFig4に示した。事前．実習中、共

に課題は経年的に増加していた。さらに実習単位別に事前課題の提示状況をTable　2に示した。

受け入れ施設の実習期間が短いほど施設からの事前課題：の提示割合が高かった。
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　　　　　　　Flg．4　病院実習施設からの課題の有無
＊1臨地実習前に課題提示があった施設　　＊2臨地実習期間中に課題提示があった施設
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T醐繕2　病院自習における単位別事：前課題の提示状況

平成億年度 平成2⑪年回 平成三年農 合計
実習単位

施設数『 割合1％》 施設数1 割合1％》 施設数1 割合1％） 施設数 割合1％》

1単位 4／12 33．3 5／15 33．3 齢／17 35．3 褥／44 34．1

2単位 呂／31 盤5．呂 網／3盤 34．4 14／3呂 3敬お 33／棚 32．7

3単位 ▽呂 鴛．騒 1／13 7．7 騒／襲 茄6 7／3⑪ 黛3。3

4単位 1／4 黛5．⑪ ⑪／1 ⑪．⑪ ⑪／⑪ α⑪ 1／　5 ⑳。⑪

　　＊1事前課題提示施設数／実習総施設数

　課題：は．各種疾患の病態と栄養管理の理解．栄養指導媒体や栄養普及活動の資料作成、指定単

位における糖尿病食献立作成や常食から特別治療食への展開献立、小児ならびに高齢者用おやつ

の献立作成、行事食カード作成などであった。

　厨房実習と給食部門の委託状況をFig。5に、病院実習の項目別実習内容：の年次変化をFig。6に

示した。入院患者の給食管理に係わる実習では、厨房の一部委託または委託施設の増加とともに．

学生の厨房内実習は減少し、献立作成や入院栄養管理に関与する実習が多くなる傾向が見られた。

中でも、栄養障害状態にある患者と、栄養障害が見込まれる患者の生活の質の向上ならびに原疾

患の治癒促進を目的として、栄養管理に係わる専門的知識を有する多職種で介入する栄養サポー

　　　　　　　　　　　100

　80

860
讐4・

　20

　　0

　　　　　　　一一一一一・■
　一一一一一■一
■・一

一◆一厨房実習

一・｡一一一部委託＋委託＊1

　　　　平成19年度　平成20年度　平成21年度

Flg．5　病院実習における厨房実習と給：食部門の委託状況

　　　　　　　　　＊1給食部門の運営形態

　　　　　　　　　　　　□平成19年度皿1平成20年度■平成21年度
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Flg。㊨　病院実習の項目別実習内容
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トチーム（Nutrition　Support　Team：NST）

く栄養管理の実習が多くなる傾向が見られた。

に参加するなど、より専門的な栄養状態に基づ

②福祉施設

　実習内容を項目別にFig。7に示した。給食の運営に関する実習では、献立作成から形態食、食

事介助、嗜好・粛軍調査の一連の流れを体験できる実習が多くなってきた。栄養ケア・マネジメ

ントと関連する経管栄養、褥瘡の実習が多くなり、体重測定が平成21年度に初めて実施された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜平成20年度■平成21年度

　100

　80

§60
堕40
4
　20
　　0

Flg．7　福祉施設実習の項：昌別実習内容

　　　　　　＊1　嗜好・残食調査

③事業所

　実習内容を項目別にTable　3に示した。給食に関する講義と調理（盛り付け、配膳を含む）

　　　　　　　　　　　　　Tab睡3　事業所実習の項圏別実習内容

平成19隼度 平成2⑪隼農 平成訓年農

総施設数 ㊨ 襲 嚇

施設数 割合1％） 施設数1 割合（％） 施設数1 割合1％1

給食機構の概要 懸 1⑪⑪．⑪ 9 鱒α⑪ の 1⑪⑪．⑪

給食施設の特質 縮 loα⑪ 9 鱒αo ㊨ 1⑪⑪．⑪

給食の圏的 ㊨ 1⑪α⑪ 9 1⑪⑪．⑪ 齢 loαo

給食の圏標 碓 loα⑪ 嚢 鱒αo ㊧ 1⑪α⑪

献立作成および栄養価算定 4 嚇α7 騒 茄6 3 騒αo

三二管理 4 ㊨α7 4 44．4 黛 333

調理（盛り付け．配膳を含む） ㊨ 1⑪α⑪ 9 1⑪⑪．⑪ ㊨ 1⑪α⑪

衛生管理 ⑪ ⑪．⑪ ⑪ α⑪ o αo

作：業工程・作業動線作成 2 333 盤 盤2 ⑪ α⑪

事務 3 5α⑪ 4 ⑪．⑪ 3 5αo

喫食者アンケート ⑪ α⑪ o αo 咽 樵7

栄養教育展示 4 礁7 4 44．4 3 5α⑪

＊1実習項目別実施施設数
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は100％実施されていた。献立作成および栄養価算定、食材管理、事務、栄養教育展，示は、経年

的に実施されていた。衛生管理については．まったく実施されていなかった。喫食者アンケート

は平成21年度に初めて実施された。

④学校

　単独で給食を実施している学校（以下、単独校）と給食センターあるいは共同調理場（以下、

センター）の項目別実習内容をFig．8に示した。調理作業（盛り付け、配膳を含む）は、単独校

で100％実施されていたが、センターでは平成21年度に調理作業が全くなかった施設があった。

センターでは献立作成および栄養価算定が半数以上、食糧管理も20～30％で実施されていたが、

単独校では平成21年度で実施校が増加した。そしてセンターの方が単独校より．衛生管理、作業

⊥程・作業動線作成、給食委員会・献立会議・給食試食会等への体験学習が多かった。

　　　　　　　　　　　　　　　単独校の実習内容　　　　センターの実習内容

　　　　　　　　　　給食機構の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□平成19年度
　　　　　　　　　　給食施設の特質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬成20年度

　　　　　　　　　　　給食の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．平成21年度

　　　　　　　　　　　給食の目標

　　　　　　　　献立作成および栄養価算定

　　　　　　　　　　　　食糧管理

　　　　　　　　調理（盛り付け、配膳を含む）

　　　　　　　　　　　　衛生管理

　　　　　　　　作業工程・作業動線作成

　　　　　　給食委員会・献立会議・給食試食会

　　　　　　　　学校職員や生徒らとの交流

　　　　食教育のあり方を体験的に学ぶ①教室訪問

　　　　　　　　　②食教育　（栄養指導）

　　　　　　　　　　　（掲示媒体）

　　　　　　　　　　　（アンケート）

　　　　　　　　　　（給食（食育）だより）

　　　　　　　　　　　（校内放送）

　　　　　　　　　　　　（畑視察）

　　　　　　　　　　（親子料理教室）

　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100　　　　0　　　　　　20　　　　　40　　　　　　60　　　　　80　　　　　100　　（％）

　　　　　　　Flgお　学校給食実習における単独校とセンターの項目別実習内審
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　学校：職員や生徒らとの交流、教室訪問、栄養指導等は、単独校の方がセンターより実施割合が

高かった。単独校では．掲示媒体、アンケート、給食（食育）だより、校内放送などの食教育の

あり方を体験的に学ぶ機会があるが、センターでは掲示媒体やアンケート作成は行われていなかっ

た。

Iv　考察

　給食経営管理分野における福祉施設でT短期大学が保育園を多く希望しているのに比較し、

本学学生が高齢者福祉施設を希望していたのは、管理栄養士が関わる栄養ケア・マネジメントの

体験学習ができることで将来像を描くことができ希望したのではないかと推測する。

　病院実習は．平成18年度の診療報酬の改定で新設された医療従事者が共同して係る「栄養管理

実施加算」に関与する実習や、それに伴う患者説明の病棟訪問の実習内容が増えていたことから、

栄養管理計画書作成のトレーニングや患者との円滑なコミニュケーションが図れるよう、演習な

どで技量の習得が必要と思われた。

　また、栄養管理に係わる専門的知識を有する多職種からなるNST活動への参加実習が高頻度

となっていることより、より複雑で高度な栄養管理の知識とその栄養学的対応策を講じる能力、

医学用語や薬学の理解などを授業内容に反映させる必要があると考えられた。特に、平成22年度

の「栄養サポートチーム加算」の導入により、今後は低栄養に関する知識のさらなる充実が求め

られると思われる。

　福祉施設実習は、栄養ケア・マネジメントに関する授業を組み込んでいく必要があると考えら

れた。例えば、介護保険制度のしくみと管理栄養士業務に関わりのある介護報酬についての理解．

入所から栄養ケア計画の流れとともに栄養ケア計函の作成、多職種による栄養ケア実施の管理栄

養十の役割、さらに利用者への直接的な食事介助やソフト食などへの形態食の知識と調理技術の

向上、各種増粘剤の理解などの実習を教育プログラムに取り入れていく必要があると考えられた。

　事業所実習は、調理に係わる実習が必ず行われていたことから、調理技術の基本を習得したう

えで大量調理を学習させることが必須であると考えられた。さらに、喫食者と接しての配食業務

にも携わるので、配膳時における給食サービスの運営方法についても学内の給食マネジメント実

習での学習の充実が必要であると考えられた。その他に、平成19年4月から始まった特定検診・

特定保健指導（以下、特保）により．食育・栄養教育の場が実習先において体験：学習できる機会

が増えるであろうと考えられるので、パンフレットやリーフレット、卓上メモや一ロメモなどの

作成上のポイントなどについても授業に組み込む必要があると考えられた。

　学校実習は、食育の体験学習の場が増えてきていることから、情報収集の方法と指導に向けて

の下階書と指導案に基づいた指媒体作成、指導対象者への指導方法のポイントなど学内での体験

学習の時間を増やすことが必要ではないかと考えられた。また、センターのような大規模施設で
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は、作業⊥程や作業動線、作業時間や人員配置を考えながら献立作成することにより、安全・安

心で調理従事者が効率のよい作業を行うことができると考えられるので、献立作成時には作業動

線を考えながら作業工程を作成できるように教育する必要があると考えられた。

　実習内容は各年度でやや異なりがあったが．より管理栄養十養成に必要な専門的内容：に変化す

る傾向が見られた。これらの変化は、栄養管理実施加算や特保などの法改正、栄養教諭の採用な

ど管理栄養十をとりまく社会環境の変化に影響されていると推測される。また、全ての施設にお

いて共通していえることは、コミュニケーション能力を向上させるための事前指導が必要である

と考えられる。

　今後「臨地・校外実習」の事前・事後指導に関わる栄養総合演習教育プログラムの内容には、

学生の実習施設での実習内容の分析と、管理栄養十をとりまく社会環境の変化に対応していくこ

とが重要であると思われた。そして「コミュニケーション能力の向上」や「礼儀・作法」につい

てもしっかり身につける指導も必要であると考えられることから、学生が入学してきた時から日々

の授業の中で管理栄養学科教員が全員で指導にあたることが必要であると思われた。
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